
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人海浜の自然環境を守る会は、2024 年 1 月に

設立満 20 周年を迎えます。それを記念して甲子園地

区埋立事業対策協議会と共催で展覧会と講演会を開催

いたしました。 

一般公募した展覧会は、幅広い年齢の方から作品が

寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 年近く活動を続けることができたのは、甲子園浜

を愛する地域の方々が、清掃やさまざまな観察会など

に足を運び、ともに働いてくださったおかげだと感謝

にたえません。地球規模で環境の危機が叫ばれている

今、小さな甲子園浜に来る生き物たちを守る活動を 

これからも続け、次世代へつないでいきたいと思いま

す。 

10 月 17 日から 22 日の期間中延べ 305 名の来場者が

ありました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「西宮甲子園浜埋立公害反対運動の軌跡とその意義 

―残された関係資料から見えてくるものー」 

講師：林昌宏氏（愛知学院大学法学部准教授） 

 林先生は 1980 年兵庫県生まれ。博士（創造都市）。 

研究者としてのスタートが西宮甲子園浜埋立公害 

反対運動でした。「市民がどのように政治や行政を 

動かせるか、その限界は」という問題に取り組まれ 

たのです。現地で住民運動 

関係者から聞き取りをし、 

膨大な資料を読み込んで 

論文を執筆なさいました。 

埋立工事の中止だけでなく、科学的調査の実施と 

計画の根本的検討を主張した住民運動は当時珍しく、 

母親たちの運動のやり方の柔軟性、思想に偏らない 

こと、各自ができることを担っていたことなども 

評価できるとのことでした。29 名の参加でした。 
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 ★★NPO法人設立 20周年記念★★ 

展覧会と講演会 

 
 

小学 4 年生の画用紙 50 枚 → 

におよぶ大作。 

椅子に座ってじっくり読む 

姿が多く見られました。 

←浜で拾った貝やゴミで 

作った「海鳥と遊ぶ」 



 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

            

・9 月 30 日(土）・10 月 1日(日）  

甲子園浜展の作品受付 

・10 月 7 日(土）阪神生物学会の甲子園浜植生調査 

・10 月 17 日(火）～ 22 日(日） 

 設立 20 周年記念 甲子園浜展開催 

 

 

・10 月 21 日(土）特別企画 

 愛知学院大学法学部准教授 林 昌宏 氏 講演会 

「西宮甲子園浜埋立公害反対運動の軌跡とその意義」 

・10 月 24 日(火）兵庫県立西宮南高等学校環境学習 

 甲子園浜の歴史について講演 

・11 月 3 日(火）大阪湾生き物一斉調査発表会 

・11 月 5 日(日) 甲子園浜クリーンアップ 

伊藤ハム(株)共催 172 名参加 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月の海浜清掃は「WORLD CLEANUP DAY 2023」に参

加していました。世界のボランティアと共にごみ問題

に取組んだことに感謝の想いを込めてと、エストニア

本部 Let's Do It World 及び、NPO 法人 WORLD 

CLEANUP DAY JAPAN から感謝状を頂きました。 

 そして、合計人数が、日本の参加総数の団体・個人

部門で、モビライズ賞(動員)を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

・11 月 18 日(土)・19 日(日) 

 大阪自然史フェスティバル出展 190 名参加 

                 

 

・1 月 7 日(日) 甲子園浜で凧をあげよう 

・2 月 4 日(日) 冬の鳥観察会 

・2 月 15 日(木)～25 日(日) 環境パネル展作品出展 

活 動 報 告 

活 動 予 定 

清掃協力： 

 

（株）ヤマサ環境エンジニアリング 

 
西宮海上保安署 

可燃ごみ 180㎏ 

不燃ごみ 10㎏ 

いいもの見っけ ♡ 大阪自然史フェスティバル 向山裕子 

 大阪自然史フェスティバルが 2023年 11月 18日（土)・19日（日） 

大阪市長居公園にある大阪市立自然史博物館において行われました。 

自然に関するサークルや地域の自然保護団体、更に博物館や企業が 

参加して行われる「文化祭」です。活動の紹介やワークショップ等を 

通じて、自然の現状や自然に関わることの楽しさを伝えることを目的 

にしています。当日は 125の団体が参加し、入場者数は 19000人もありました。 

当会も初めて参加して、日本で初めて甲子園浜で見つかって同定された 

「仔吹き投げ縄磯巾着」（コフキナゲナワイソギンチャク）を紹介しました。 

「甲子園浜に行くとこのイソギンチャクを見ることができますか？」と尋ねら

れましたが、潮や天候の具合で容易に見ることができないことを伝えました。 

また、甲子園浜の生き物、海浜植物、渡り鳥などをパネルで紹介しました。 

甲子園球場の南に浜があることを知らない人がたくさんいることを知りまし

た。甲子園浜に遊びに行きたいと楽しみにされている親子もいました。 

ワークショップでは甲子園浜で拾い集めていた貝殻を使ってブローチや置物 

作りをしていただき、２日間で 190名の親子が楽しんで参加されました。                                                   

 

 

 

 


